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市民後見人と専門職のみなさん
2023/6/20

コミュニティースペースにしかまた
運営委員会のみなさん  2023/7/28

　大田区社会福祉協議会は、「互いに結びあい　共に支えあう　まち」の実現に向けて、
地域の皆さまと力を合わせて大田区の地域福祉を推進する団体です。



広 告

自分 が「 居 た い 」と
思 え る 場 所 が
こ こ に あ る 。

　アフリカに「ひとりの子どもを育てるには、ひとつの村が必要」ということわざがあります。日本もかつて
地域みんなで子育てをしていました。そんな地域社会を、今の時代にあわせたカタチで再構築しようとして
いる人たちがいます。
　タテの関係（親と子･先生と子）やヨコの関係（クラスメイト）だけではない、ナナメの関係（地域の大人や、
近所の少し年齢が上のお兄さん、お姉さんとの関わり）が、子どもの心を豊かにすると言われています。
家庭や学校以外の、自分が「居たい」と思える多様な居場所（第３の居場所）が、大田区にはあります。
　大田社協は、子どもたちの声を聴き、子ども目線で、地域の皆さんと一緒に地域づくりに取り組みます。

子どもたちの声を聴き、みんなで地域づくりをすすめる場

［ 共催  大田社協（地域福祉コーディネーター）･矢口特別出張所 ］
矢口たすけあいプラットフォーム

子どもたちの声が
220枚

あつまりました

　トーキョーコーヒー（※）大田区の大和田
あすかさんは、「自分らしく生きる。そんな
当たり前の様なことがとても難しい時代に、
誰もが自分らしくいられる場所をつくりた
い。私も自分らしくいたい。学校や勉強が好
きでもそうじゃなくても、みんなそれぞれ素
敵な個性があり、それを認め合う事でお互
いが成長できる、そんな社会になってほし
い。“まずは小さな事から始めてみよう”そん
な思いでトーキョーコーヒーの活動を始めま
した」と話します。
　また、「トーキョーコーヒーは学校に行か
ない子を持つ親や、賛同する大人が集まり
活動しながら学び合う場所であり、同時に子
どもたちが個性を尊重されて安心して過ご
せる居場所です。現在全国で不登校児と呼
ばれる子が過去最多の20万人を超えてい
ます。問題は子どもの不登校ではなくて、大
人の無理解だと思っています」と語ります。

※トーキョーコーヒーとは、登校拒否
（トーコーキョヒ）のアナグラム(言葉
遊び)から生まれた言葉です。現在
全国に290か所存在し、さらに広
がっています。
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学習支援団体
自主学習支援会

あびーろーど
こども食堂

もっと遊べる5丁目公園 大田区内のこども食堂

　「あびーろーど」は、
学校に行きにくい子ども
たちの居場所です。小
学生から高校生、保護
者も参加し、のんびり、
ゆったり活動していま
す。「人を傷つけない」

こと以外、特に細かいきまりはありません。
　オープンから1年半、子どもたちは確実に
成長しています。その変化に関われること
は、何ものにも代えがたい大きな
喜びです。

こども食堂の
一覧⬆

自分らしく生きる場を
つくる人

自分らしく生きる場を
つくる人

トーキョーコーヒー大田区
代表  大和田  あすかさん

　小中学校で不登校の子どもが急増し、直
近の全国調査で過去最多の約24万5千人
（小学生は77人に1人、中学生は20人に1
人が不登校）になりました。１０年前と比べ
ると２倍増です。子どもたちのために、『自
分らしく生きる場』『子どもの居場所』をつく
ることが必要です。

代表：松田 和子さん代表：菅江 佳子さん代表：河合 良治さん
中央5丁目久が原

池上･羽田･
蒲田西･
糀谷･六郷

活動日:毎週水曜日14時30分～17時活動日:毎週木曜日10時～15時

　大田区で
プレーパーク
活動を始め
て29年、子
どもたちの
「やってみた
い」気持ちを

応援して、「子どもたちが生き生きと遊べる場」
を大切にしてきました。これからも、子どもたち
が育つ場である公園で、子どもたちの遊ぶ姿に
元気をもらいながら、地域の方々と共
に、楽しく活動していきたいと思います｡

　「こども食堂」は、子どもが一人でも安心して
行ける、無料または低額で食事ができる場所で
す。子どもだけでなく、地域で暮らす誰もが「今日
はちょっと食べに行こうかな」と気軽に行けて、自
分の居場所と感じられる場となっています。
　大田区内には現在49か所（R5.8月末時点）の
こども食堂があります。詳しくは大田社協HPをご
覧ください。

　子どもたちは自分が生まれてくる環境を選
べません。誰でも平等に学べる環境を整備す
ることは、社会や大人の役割だと思います。
そこで、ワンコインで通える「ベストキッズ」
教室を始めました。基礎学力を向上するだけ

ではなく『互いの違い
を認め合い、共に生き
ていく』場となればと
いう思いで活動して
います。

多様な『子どもの居場所』

『ベストキッズ』教室

テーマは「あなたにとって
ホッとできる場所・トキ・
モノはなんですか？」とし、
付箋に書いた回答を台紙
に貼ってもらいました。

　地域で暮らす子どもの居場所づく
りを検討するため、８月１日（火）いず
みえん納涼祭にて、運営メンバーが
キックオフイベントとして、遊びに来
ていた子どもたちにアンケートを実施
しました。
　いろいろな意見が集まった一方で、
運営メンバーからは「本当に困ってい
る子は会場に来ていないのではない
か。そのような子どもの声をどのよう
に集めていくのかが課題」という意見

がでました。今後集めた声や気づいた
点を、矢口地区の皆さんと共有・協議
しながら地域づくりをすすめます。

複雑化・深刻化する地域の福祉課題
の解決を図るために、地域住民、行
政、社会福祉法人、区民活動団体、
専門家などの関係機関（者）が集まり
共有・協議をする場です。

たすけあいプラットフォーム事業とは

1位家の中　

2位公園･公共施設等

3位趣味・余暇活動中

おおたラーメンこども食堂
代表   武井  恵美子さん

地域共生社会を
目指す人
地域共生社会を
目指す人

大田区内のカフェスペース「おやこcafe verde」をお借りして  
『こども夏祭り』を開催しました！

子どもの居場所 プレーパーク

詳細はこちら⬆ 詳細はこちら⬆

子どもが小学校に入学したものの、
不登校になりました。それがきっかけ
で “トーキョーコーヒー大田区”さん
と出会い､子どもと一緒に参加するよ
うになりました。わたしたち親子に
とって、この場所はとても大切な
『居場所』です。

参加者にお話を聞きました

トーキョーコーヒー大田区
インスタグラム⬆

詳細はコチラ⬆

おおたラーメン
こども食堂HP⬆

おおたラーメンこども食堂の武井恵美子さん
は、「私の子ども時代は、地域の大人も子どもも
みんな一緒に関わりあって育ったんです。でも自分
が親になったら親だけで子育てする時代になって
いて、驚きました。民生委員になって、いろんなお
母さんやお父さんたちの声を聞いたら、仕事も育
児も家事もしなくちゃいけない。だけど頼れる人は
近所にいない。そんなつながりにくい時代に変わっ
ていたことを更に実感したんです」と話します。
武井さんは、昭和の頃にあったみんなで子育

てする地域を復活させたいと思い、2018年に本
羽田の町会会館でラーメンを作り、子どもも大人
も一緒に食べる会を始めました。
初回から大盛況だったこともあり、『食を通じて
地域のつながりをつくり始めよう』と考え、南六郷
のＵＲ団地の店舗を借りて、常設の「おおたラー
メンこども食堂」を2019年5月に開設しました。
「親は自分の子どもには感情的になってしまい
がちなものです。子どもたちは、こども食堂では

親に話せない気持ちや、言葉にできないモヤモ
ヤを態度で表現します。私たちは“お菓子でも食
べる？何が好き？”とただ寄り添っているだけです
が、そういう居場所が必要だと思っています」と
やさしく語ります。
この夏、本羽田一丁目町会会館で、町会の方々
と子どもたちが一緒になって、楽しく盆踊りの練
習、夏休みの宿題や工作などをしていました。

“世代を超えた関わり、令和時代の地域の実家”
であるこの場所から、次世代の地域をつくる武井
さんのような人がきっと現れることでしょう。
都内では児童のいる世帯の９割近くが核家族

です。共働き家庭は6割以上で、ひとり親家庭や
外国籍の家庭も増えています。同じ
地域で暮らす人たちが、安心して自分
らしく暮らせる地域づくりが求められ
ています。

詳細はこちら⬆

令和時代の地域の実家

求められる居場所

取
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https://twitter.com/ota_shakyo

【問合先】計画･組織基盤･人材育成担当  
　　　　　TEL 03-3736-2023（東京都共同募金会 大田地区協力会事務局）

障害者の就労移行・継続支援施設、
地域活動支援センター、
放課後等デイサービス、
グループホーム、
障害者団体、
保育園等 園児用の避難車、就労支援事業用ノートパソコン、

冷蔵庫、児童用ロッカー、カーペット、療育教材など

研修・
講習会など・・・

備品整備・・・

配分施設等 配分対象事業

　赤い羽根共同募金運動は、東京都共同募金会が主催し､大田区自治会連合
会で組織した大田地区協力会（事務局：大田社協）が実施主体となっています。
　毎年、10月を中心に自治会・町会、関係団体等を通じ募金活動へのご協力
をお願いいたしております。募金は任意です。
　なお、大田区で集められた募金総額の最大65％が、翌年度に地域
配分として区内の福祉施設・団体に配分され、残りは全都的な配分に
役立てられます。
令和5年度は区内44の施設・団体に配分されました。

広 告

　７月初旬､大田区社会福祉協議会では､第７次
大田区地域福祉活動計画（通称「リボン計画」）
の策定に向けた区民の皆様との懇談会を実施い
たしました。地区ごとに分けて４回行った懇談会
では、地域の強みや現在取り組んでいることな
ど様々なお話を伺うことができました。お忙しい
中ご参加いただきました皆様に感謝申し上げま
すとともに、いただいたご意見等を踏まえ、計画
策定に取り組んでまいります。

　そして、10月からは「赤い羽
根共同募金」が始まります。
「身近な地域の福祉活動を応
援する取組み」として、自治
会・町会、そして関係団体の皆
様には毎年多くのご協力をい
ただいているところですが、今
年度も引き続きお力添えいただきますよう、何卒
よろしくお願い申し上げます。

（旧 Twitter）

大田区社会福祉協議会 会長コラム

中島   寿美

社会生活訓練、社会適応宿泊訓練、研修事業等
（団体行動でルールやマナーを学ぶ、一人では外
出が難しい利用者や他者との外出の機会がない利
用者への機会の提供等）

赤い羽根
共同募金

１０月１１月は里親月間です。

里子が我が家に来てくれたことで、
見える景色が広がり、
私たちの日常生活が華やいでいます。
少しでも安心して暮らせるよう、
日々声がけを工夫しながら
見守るようにしています。
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色々なことが
ありましたが、
自立した里子が
お酒を持って
遊びに来てくれた時には
感激でした！

さとぺん・ファミリー
東京都里親制度PRキャラクター

10月14日（土）14時30分～16時30分
場　所 中目黒GTプラザホール

目黒区子ども家庭支援センター
03-5722-6836事前申込先

11月11日（土）10時～12時
場　所 中小企業センター2F （大講習室）

品川区子ども未来部子ども家庭支援センター
03-6421-5237事前申込先

11月18日（土）14時～16時
場　所 カムカム新蒲田（第1・2集会室）

大田区子育て支援課児童相談所開設準備担当
03-5744-1685問合先

さとぺん・ファミリー

養育体験発表会の他にも、
制度説明会や各地域で里親普及啓発イベントも行っています。
左のQRよりインスタグラムのフォローもお願いいたします♪

フォスタリング機関六踏園
〒140-0001 東京都品川区北品川3-7-21
TEL:03-3474-5442（東京都品川児童相談所）

里親制度に関するご相談はこちらまで

保育園より 障害者施設より
コロナ禍が長引くにつ
れ、室内遊びの工夫が
必要になってきました。
今回、木の玩具を購入
させていただき、室内
遊びの幅が広がりまし
た。また、子どもたちの
創造性や思考
力が養われて
いると実感して
います。

パソコンを購入させて
いただき、障害のある
利用者が企業就労を目
指すためのパソコンス
キルの支援を行うこと
が可能になりました。

のお知らせ「養育家庭（里親）体験発表会」「養育家庭（里親）体験発表会」里親って
 なぁに？

養
育
体
験
発
表
会・開
催
日
時
に
つ
い
て

目黒区

品川区

大田区

赤い羽根共同募金へのご協力をお願いいたします
昨年度の募金実績

３２，２８１，７１８円
施設等からのありがとうメッセージ

里親制度とは

　里親には特別養子縁組を目的とする養子縁組里親の他に、一定期間子どもを預
かり育てる養育家庭（里親）もあります。養育家庭（里親）の元で、一時的な保護を
必要とする子どもたちも多く、ぜひ一度、「養育体験発表会」にて、養育家庭（里親）
のお話を聞きに会場へお越しになりませんか？どなたでもご参加いただけます。

　東京都には約４,０００人の子どもたちが様々な事情により保護者と離れて暮らし
ています。里親制度は、このような子どもたちを自分の家庭に迎え入れ、温かい愛
情と正しい理解を持って養育する制度です。

令和5年6月1日～令和5年8月31日
お名前（順不同・敬称略） 金額（円）

塩川　悦男
パークハウス多摩川自治会

株式会社伊藤園　東京大田支店

15,000
25,860

62,454
六郷どんど焼きの会 956,376

第39期大森海岸パークハウス
管理組合 10,000

アサヒ飲料販売株式会社
鵬図商事株式会社設置自販機手数料分 7,080

三和電業株式会社 110,000

匿名（5件） 43,301
株式会社ユタカ 100,000

30,000株式会社ウエストヴィレッジ

あたたかいご寄附を
ありがとうございました

※事前申し込みは不要です。直接会場へお越しください。

詳細はこちら⬆
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